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１．研究実施の概要 

コミュニケーションの初期発達における「自己・他者・対象物」の三者関係における非

言語コミュニケーションとして視線・指差し・表情などの動作が重要であることに注目し、

その役割や脳機能の解明を目指して研究を推進している。自閉症児において模倣等の動作

能力と発語能力が相関すること、動作模倣の訓練（応用行動分析）を用いた介入が、コミ

ュニケーション機能の発達を促進することを示した。自他の認識の確立が発達を促進する

という仮説を提唱した。また、母子間での表情認知・共同注視などのコミュニケーション

に重要な動作に関して乳児の脳活動を検討した。さらに、動作からの意図理解や自己の記

憶活動をモニタするメタ記憶に重要な神経システムを、健常成人を対象に機能的 MRI 実験

で検討した。いずれも前頭葉の関与が示された。また、動作理解や表出に関連するサル前

頭葉・側頭葉・扁桃核ニューロン活動を記録・解析している。 

 

２．研究実施内容 

＜サルを用いた神経生理学的研究＞ 

視線・指差し・表情といった非言語コミュニケーションの情報を処理する脳内機構を調

べるために、次の２つの研究を、サルを対象として実施した。一つは、表情や音声からな

る情動刺激に対するニューロン応答を、動作理解やコミュニケーションに重要であると考

えられている、前頭葉・上側頭溝・扁桃核で調べた。もう一つは、ヒトに対するアイ・コ

ンタクトや動作の模倣訓練を行ったサルに、さらに要求を意味する腕指し行動を訓練し、

ただの到達運動を対象に運動前野のニューロン活動を電気生理学的手法で記録・解析した。

運動前野には要求を意味する腕指し行動に強く応答し、ただの到達運動ではあまり応答し

ないニューロンが見つかった。さらに、それらのニューロンの一部は、好みの対象を腕差

しするときの方が、あまり好みでないものを腕差しするときよりも強く応答した。これら

のニューロンは、要求の腕差し行動に関与したものだと考えられる。 

＜ヒトを対象とした脳機能画像研究＞ 

自己の記憶活動を評価するメタ記憶の神経機序を、機能的 MRI を用いて調べた。正確に



自己の記憶活動を評価できるヒトほど右前頭極の活動が大きいことが分かった。メタ認知

活動は、自他の区別や自己認識につながるコミュニケーションに重要な機能であると考え

られる。 

身体性を規定するさまざまな動きのパラメータを人工的に調節することが可能な人型ロ

ボットを用いて、非言語的な表現手法であるダンスを観察している時の脳活動を機能的 MRI

によって計測し、コミュニケーションにおける身体性の役割を考察した。その結果、頭頂

間溝領域、運動前野、補足運動野を含む頭頂前頭ネットワークにおいて、芸術への意識が

強い程ダンス観察時にこのネットワークの活性化が高まる傾向が認められた。 

二者間のインタラクションにおける、一方の意図とその行為の結果の推論に関する脳内

情報処理を明らかにするために、危険な結果をもたらす対人行動の認知について機能的MRI

を用いて計測を行なった。その結果、二者間における一方の行動の目的が他方へと向かっ

ている場合、その意図の推論には背外側頭頂前頭ネットワークが利用されており、また行

動の危険性認知に関しては、左側前頭前野が関与している事が認められた。 

ヒトの運動性言語中枢が単に音声言語の産出に際して活動するにとどまらず、他者の身

体運動を認識した際の情報を自らの行為へと取り込むことによっても活動することを見出

し、その意義を言語の進化を考察する上で論じた。さらに非言語的な知性についての情報

を言語化するにあたって、脳のどの部位が活動するかについて、機能的 MRI を用いた実験

によって特定に成功した。最後に、話し手から与えられる情報の信頼性を判断するとき、

イントネーションなどのパラ言語的な情報や、ジェスチャーや顔の表情などが重要な手が

かりとなる。本研究では、新奇な語彙の学習場面での、幼児による文末のイントネーショ

ンに示された確信度の理解の検討を行った。 

＜ヒト乳幼児の動作理解の脳機能画像研究＞ 

生後 7-12 ヶ月の乳児を対象に、共同注意と音声の聞き取りにおける脳活動を近赤外分光

法(NIRS)によって測定した。共同注意においては、ある物品に大人が注意を向ける（視線

と顔を向けている）ことによって、子どもも同じものに注意向けることが、正中前頭部の

oxy-Hb 量の変化から明らかとなった。また、生活年齢 7-10 歳の自閉症児を対象に、応用行

動分析に基づいた言語指導を受けている最中の脳活動をNIRSによって測定した。その結果、

概念理解の課題において未学習のときと学習中のときでは前頭前野の活動が大きく変化す

ることが明らかとなった。応用行動分析の効果を客観的に評価できる可能性が出てきた。 

＜神経心理学的研究＞ 

パーキンソン病患者および健常高齢者の表情認知を検討し(Suzuki et al. 2007)、若年

性パーキンソン病患者と孤発性パーキンソン病患者の表情認知の比較により、表情認知の

脳内メカニズムの一端を明らかにした(Yoshimura et al. in press)。表情認知に加え、パ

ーキンソン病患者の意思決定も検討した。現在はこれらの研究成果をもとにパーキンソン

病の早期診断法を検討中である(Koyama et al. in press)。パーキンソン病研究に加え、

外傷性の脳損傷患者を対象にした人物認知と表情認知の脳内機構の検討や、視覚的なコミ



ュニケーションに伴う快・不快感情の定量的評価に関する研究も行った。 

＜進化的考察＞ 

霊長類の音声からヒト言語が進化したことを検証するモデルとして、テナガザルの音声

発声の種分化に伴う変化に注目した。彼らがオスとメスの間で行うデュエットについて、

その系統比較を行うことを通じて、音声言語誕生の初期過程の理論的再現を試みた。 

＜CG を用いたコミュニケーション発達支援システム開発＞ 

音声からコミュニケーション動作を自動生成する動物の CG キャラクタ InterAnimal（IA）

のキャラクタ性とコミュニケーション支援の有効性に着目して、IA を応用した新しい学習

システムのプロトタイプシステムを開発した。本システムでは、大人は教師役 IA と生徒役

IA を用いて一人二役で、子どもの興味や質問を引き出しやすいように役割を演じ分けるこ

とで、コミュニケーションが活発になるなど効果的に学習することができる。コミュニケ

ーション発達支援、学習支援への応用が期待される。 

 

３．研究実施体制 

(1)「研究総括」グループ 

①研究者名 

中村 克樹（国立精神・神経センター神経研究所 部長） 

②研究項目 

・霊長類を用いたコミュニケーションの神経機序の解明および動物モデルの開発 

 

(2)「脳機能発達研究」グループ 

①研究者名 

川島 隆太（東北大学加齢医学研究所 教授） 

②研究項目 

・脳機能イメージング・前頭葉活性化アプリケーション作成 

 

(3)「神経ネットワーク研究」グループ 

①研究者名 

泰羅 雅登（日本大学総合科学研究科 教授） 

②研究項目 

・コミュニケーションの基になる動作理解の神経ネットワークの解明とその発達研究 

 

(4)「神経心理研究」グループ 

①研究者名 

河村 満（昭和大学医学部 教授） 



②研究項目 

・表情・視線・身振りの脳内機構に関する臨床神経心理学的研究 

 

(5)「健常児と発達障害児のコミュニケーション機能」グループ 

①研究者名 

小嶋 祥三（慶應義塾大学文学部 教授） 

②研究項目 

・健常児と発達障害児のコミュニケーション機能および脳活動の比較および行動支援

メディアの開発 

 

(6)「言語習得研究」グループ 

①研究者名 

正高 信男（京都大学霊長類研究所 教授） 

②研究項目 

・言語習得の身体的基盤の認知神経科学的研究 

 

(7)「神経発生研究」グループ 

①研究者名 

中村 俊（国立精神・神経センター神経研究所 部長） 

②研究項目 

・社会性行動の発達における臨界期可塑性の役割 

 

(8)「身体的コミュニケーションシステム開発」グループ 

①研究者名 

渡辺 富夫（岡山県立大学 教授） 

②研究項目 

・身体的コミュニケーションシステムの研究開発 
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（２）特許出願 

平成 1８年度特許出願：2 件（CREST 研究期間累積件数：2 件） 


